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国からの認定を受けました！

北九州市は、平成２６年１月２０日に施行された「産業競争力強化法」に基づき、地域の創業支援事業者

と連携した相談窓口の設置、専門家による支援、創業セミナーの開催等の創業支援を実施する「北九州市創

業支援事業計画」を策定するとともに、国に対して申請し、６月２０日付けで認定されました。

事業計画の概要 この事業計画では、本市の強みである技術や人材の蓄積、大学や研究機関の集積といっ

た地域資源を活用しながら、地元の中小企業支援機関や金融機関と連携し、創業に関する総合的な支援を行

います。また、今後活躍が期待される女性や若者等を主な支援対象者として、多様で付加価値の高い雇用を

創出させていくこととしています。

【北九州市創業支援事業計画に取組む機関】

中小企業支援機関 北九州商工会議所、（公財）北九州産業学術推進機構

金 融 機 関 （株）みずほ銀行、（株）福岡銀行、福岡ひびき信用金庫

行 政 機 関 北九州市

創業者のメリット 事業計画に掲げる事業のうち、創業者の経営、財務、人材育成、販路開拓等の知識習得

を目的として継続的に行う事業を特定創業支援事業といい、この事業の認定を受けた方は、北九州市の開業

支援資金の対象となるほか、株式会社設立時の登録免許税軽減などの国の支援を受けることもできます。

【問い合わせ先】 北九州市産業経済局中小企業振興課 担当：下川、床田 TEL:093-873-1433
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【問い合わせ先】 北九州市産業経済局中小企業振興課 担当：石原 TEL：093-873-1433

◇２０１４年版 中小企業白書 ダイジェスト 後編◇

先月号に続き、2014年度版中小企業白書ダイジェスト版をお届けします。

今回は第 3部「中小企業・小規模事業者が担う我が国の未来」から、小規模事業者を企業規模や経営

志向で類型化し経営課題を分析したものと、地域資源を活かした販路開拓を行った事例ついてご紹介し

ます。なお、中小企業白書は中小企業庁ホームページからダウンロードすることができます。

小規模事業者の類型化 小規模事業者を支援す

るためには、小規模事業者がどのような特性を

有しているのか把握する必要がある。

今後の目指す方向により、市場エリアのター

ゲットを県内とする『地域需要志向型(81％)』、

国内･海外をターゲットとする『広域需要志向型

(19％)』に、さらに、企業規模は維持しながら

も「事業の持続的な発展」を目指す『維持･充実

型(77％)』及び組織の成長を志向していく『成

長型(18％)』と、二つの視点から類型化する。

右図は小規模事業者が抱える経営課題を、類

型の組み合わせごとに集計したもので、特に営

業･販路開拓の項目では、類型ごとに特徴がある

ことが分かる。

◆人口減少･過疎化に伴う需要の縮小や高齢化等に伴う消費者のニーズの変化にどう対応していくかが課題。

◆『地域需要志向型』は、地域に古くから根差し、住民ニーズに応じて、財やサービスを提供してきた「顔の見

える」小規模事業者。今後、大企業は決して参入できない、住民との信頼関係を活かしたニッチな需要の掘り

起こしを目指すべきである。

◆『広域需要志向型』は、IT 技術の進展等を捉まえて、インターネット販売を通じた国内外の販路開拓や自治体

等が主導する大企業･中堅企業とのマッチングなど、独自の技術やサービスの強みを活かした広域な需要開拓を

目指すべきである。

最大の課題は「需要･販路開拓」

類型ごとの小規模事業者の経営課題

各項目のグラフ４種左から、

◇地域型＋維持･充実型

◇地域型＋成長型

◇広域型＋維持･充実型

◇広域型＋成長型

福岡県福岡市の株式会社サヌイ織物(従業員 11 名、資本金

1,000 万円)は、1949 年創業の福岡県の伝統的工芸品である

博多織を利用した製品を製造する企業である。

博多織とは、770 年の歴史を持つ福岡の伝統工芸品であ

り、主に和装時に使用する帯に使われ、縦糸の量が他の織り

方とは大きく異なる。今までの流通は、福岡で製造された商

品が京都の問屋を通して全国へ販売されていた。そのため、

地元を含め、数多くの博多織製品を目にすることはできず、

一部の富裕層が購入する工芸品であった。

同社社長の讃井勝彦(さぬいかつひこ)氏は、地元で伝統工

芸品を見ることができないのは残念だと話しており、地元福

岡で目にする機会を増やそうと自社工房を見学できるスペ

ースや作品の展示場も併設した。また、販路についても問屋

を介さず、直接、全国の小売店舗へ卸すことにより、適正価

格での販売を実施している。讃井社長は、「多くの人に博多

織を知ってもらい、新しい生活必需品として使用してほし

い」と語っており、博多織の小物や雑貨を製造し、販売して

いる。「博多織の認知度が上がり、より身近なものになって

くれれば、伝統資源の保護がなされるなど、地域貢献に直接

つながる」と讃井社長は話しており、今後も世の中へ博多織

の技術を発信する活動を続けていくとのことである。

こうした取組の結果、福岡モーターショーでトヨタレクサ

スのオリジナルカスタマイズカーの内装として使用された

り、2013 年 12 月に福岡で実施されたフィギュアスケートグ

ランプリファイナルのメダルのリボンに博多織が使用され

たりするなど、確実に博多織の認知度は向上してきている。

今後については、新しい生活必需品として、長く永続的に

使われ続ける商品づくりを目指している。

【事例紹介】

地域資源である博多織の認知度を向上させることで事業の持続的な発展を志向している小規模事業者
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【問い合わせ先】 北九州市産業経済局中小企業振興課 担当：下川 TEL：093-873-1433

「「「北北北九九九州州州未未未来来来ビビビジジジネネネスススプププララランンンコココンンンテテテススストトト 222000111333」」」最最最優優優秀秀秀賞賞賞受受受賞賞賞企企企業業業

「「「ＮＮＮｅｅｅｘｘｘｔｔｔ TTTeeeccchhhnnnooolllooogggyyy（（（ネネネクククススストトト テテテクククノノノロロロジジジーーー）））」」」社社社
北九州市の施策・事業を利用して、更なるステップアップを目指し市内で

がんばる企業をシリーズでご紹介する「北九(キタキュー)ホットカンパニ

ー」。記念すべき第１回は、昨年行われた北九州未来ビジネスプランコンテス

ト 2013で最優秀賞を受賞した北九州高専発ベンチャー「Next Technology(ネ

クスト テクノロジー)」社(以下「Ｎ社」)です。

ｷﾀ!Ｑ!ＨＣ

  Vol.1

北九州高専(小倉南区)の地域共同テクノセンター内にある一室。開発機器や試

作品などが並ぶ研究室で、Ｎ社代表の堀 航(ほり わたる)氏が迎えてくれました。

最優秀賞を受賞して以降の状況を伺ったところ、「いろいろな企業の皆さんとの

繋がりができました」「展示会への出展や営業活動など積極的に情報発信を行い、

今では十数社もの企業とお付き合いがあります」と笑顔で話してくれました。

受賞作の“ナゲトル(投てき型撮影装置)”については、「市からの助成金を活用

し、年度内の実用化を目指して全力で作業を進めています」とのことです。

Ｎ社は「『やってみたい』を形にします」をモットーに、研究成果の社会還元・

企業ニーズの充足による地域活性化を目指しています。ナゲトル以外にも、マルチ

ローターヘリコプター等を活用した空撮ツールの開発・撮影サービスや、におい計

測ロボット、医療用・教育用実験装置の開発など、

学発ベンチャーならではの発想力・技術力を活か

した製品開発に取り組んでおり、今後大きく飛躍

する可能性を秘めた企業です。

投てき型撮影装置

「ナゲトル」

空撮サービスで使用する

マルチローターヘリ

Next Technology社

代表 堀 航 氏

北九州高専発ベンチャー「合同会社 Next Technology」

所在：北九州市小倉南区志井５丁目２０番１号(北九州高専内) 

TEL：090-3415-8650    URL：http://www.next-tech.co.jp

事業内容：メカトロニクス製品・ソフトウェアの設計・開発など

若者の採用･育成に積極的な企業を募集します！！

平平平成成成２２２６６６年年年度度度「「「北北北九九九州州州市市市若若若者者者ジジジョョョブブブススステテテーーーシシショョョンンン」」」マママッッッチチチンンングググ事事事業業業

この事業は、若者の採用・育成に積極的な北九州市内の企業を対象に、若年求職者を職場実習で１ヶ

月間受け入れていただき（紹介予定派遣）、実習終了後は、企業と求職者の双方の合意による正規雇用（原

則）を目指すものです。

実習生に実際の職場や業務を体験させ、短期の育成を行うことで、実習生の適性などの確認ができ、

入社後のミスマッチを軽減できます。

【事業参加のメリット】

①北九州市が雇用対策として実施する事業のため企業側の採用コストがかかりません（実習受け入れ期間中

の賃金・交通費は市が負担します）。

②地元での就職を希望する意欲的な人材を採用していただく事で企業の活性化と地元貢献につながります。

③実習生への事前の基礎研修はもちろん、実習期間中のフォローも行います。また、そうした結果を企業側

へフィードバックするなど、人材育成や定着へのサポートへ繋げます。

【事業実施期間】平成２６年７月～平成２７年３月（予定）

【事業参加条件】①北九州市内に事業所があること ②実習場所が北九州市内であること

【問い合わせ･申込み先】 若者ワークプラザ北九州 TEL：093-531-4510 

http://www.shigotomarugoto.info/wakamono/
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【問い合わせ先】 (公財)北九州産業学術推進機構

中小企業支援センター 担当：田村、吉崎

TEL：093-873-1430 

【問い合わせ先】 公益社団法人 九州機械工業振興会 担当：近谷(ちかたに) TEL：093-861-3001 

詳しくはホームページをご覧ください URL：http://www.kyukishin.or.jp/ 

開業資金の借り方講座

これから創業を目指す方、創業して間もない方を

対象に、開業時に不足する資金を金融機関からどう

調達するかについて学ぶ「開業資金の借り方講座」

を開催します。

■日 時 平成２６年８月２８日（木）

１３：３０～１６：３０

■会 場 北九州テクノセンタービル２階研修室

■定 員 ３０名

■受講料 一人あたり１,０００円

■内 容 詳しくはホームページをご覧ください。

http://www.ktc.ksrp.or.jp

１ 金融機関に認められる事業計画とは

２ 「融資」と「投資」の違いを理解する

３ 財務分析の基礎～金融機関との共通言語は

「財務」～

北九州市経営リーダー育成事業「高度技術者養成講座」受講者募集！

【問い合わせ先】 中小企業基盤整備機構

九州本部 TEL：092-263-0300 

経営者保証に関するガイドライン

中小企業庁・金融庁主導の下、個人保証なしで

金融機関から融資を受けたり、事業が破綻しても

一定の生活費等を残すことができるルールができ

ました。

①法人と個人の資産・経理が明確に分離されてい

る場合等において個人保証が不要となること

②多額の個人保証を行っていても、経営が行き詰

る前に、早めに事業再生や廃業を決断した際に、

一定の生活費等が残ること

などが定められています。

金融機関と相談したい方、詳しくは下記までご

相談下さい。

北九州市では、中小企業の技術育成、指導的な技術者の養成を目的に、「高度技術者養成講座」として、

各種講座を実施しています。今回は、下記の２講座の受講者を募集します。

※いずれも会場は、（公社)九州機械工業振興会（北九州市戸畑区中原新町１番１号）です。

◇電気制御基礎技術講座◇

【内 容】 シーケンス制御を理解するため、電気理論の基礎から、回路の読み方・書き方等を学

んだ後、回転機等の運転回路配線、動作確認等の実習を行います。

【日 時】 平成２６年９月３日(水)、６日(土)、８日(月)、１０日(水)、１２日(金)、１６日(火)、

１８日(木)、２０日(土) ※全８回

平日：１７：３０～２０：３０、土曜日：９：００～１６：００

【受講料】 １６，８００円

【定 員】 １５名 【応募締め切り】 平成２６年８月２９日(金)

◇空気圧基礎技術講座◇

【内 容】 自動化・省力化のため、空気圧の基本回路や空圧の応用回路設計例、空圧機器の保

守点検等について学んだ後、空圧実習を行います。

【日 時】 平成２６年１０月３日(金)、７日(火)、１４日(火)、１６日(木)、１８日(土) 

※全５回 平日：１７：３０～２０：３０、土曜日：９：００～１６：００

【受講料】 １０，１００円

【定 員】 １５名 【応募締め切り】 平成２６年９月２９日(月)


